
維持管理・環境管理専門委員会の活動
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活動報告概要

区分 日時 場所

会議

第４２回※１ ２０２１年 ３月１８日

WEB会議
第４３回※１ ２０２１年 ６月 ４日

第４４回 ２０２１年１０月２６日

第４５回※１ ２０２１年１２月１５日

※１ イベント実行委員会と合同開催
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●第５１回協議会(２０２１年2月１７日)以降、維持管理・環境管理専門委員会を４回、維持管理作業を９回実施しました。

●維持管理、保全管理、マーケットリサーチ、エコロジカル・ネットワークの取り組み等について協議を行いました。

第４３回（202１年６月４日）



区分 内容 参照ページ

報告

•維持管理活動は、前回協議会で承認された計画を基本とし、現地状況や外部連携の予定にあわせて実施しました。P５－P１０

•保全管理活動は、東京デザイン専門学校、川島町立つばさ北小学校、埼玉県立桶川西高等学校、大和ハウス工業

株式会社、本田航空（株）等と連携した活動を行いました。

•また、アリオ上尾との連携した活動についても予定しています。

•マーケットリサーチでは、５団体と協議を実施しました。エコプロ2021に参加し１つの企業と３つの学校関係

（大学）の方とパンフレットおよび協議会のチラシを配付して、協議会の活動や課題、相手方の活動内容などに

ついて意見交換を行いました。

P１７－P３３

提案

•今年度に準じて202２年度の維持管理活動計画を提案します。 P１４

•今年度に準じて202２年度の保全管理活動計画を提案します。 P４１

主な報告・提案・発議事項

活動報告概要
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１．２０２１年度の維持管理活動の概要と２０２２年度の活動計画（案）
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１．２０２１年度の維持管理活動計画
＜２０２１年度の維持管理計画と対象箇所＞

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 備考

上池

旧流路

整備地

①呑み口 ゴミ除去・周辺の除草：5月、9月の2回（出水期前と台風シーズン前）
１９日

（水）

１５日

（水）
協議会実施

②導水路 通路付近の除草：適宜
必要に応じて
協議会実施

③整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：5・6月の開花時期に2回
１９日

（水）

１６日

（水）
協議会実施

モトクロス

場跡地

整備地

④通路 管理用通路の除草：適宜
６日

（日）
２５日
（土）

本田航空が適宜実施

⑤-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：5・6月の開花時期に2回
１９日

（水）

１６日

（水）
協議会実施

⑤-2 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウリ、

セイタカアワダチソウ、シンジュ、ハリエンジュ、クワ、

在来つる性植物（カナムグラ・クズ）の除去等）

：9月・11月

オギの除去・土壌撹乱（目標種再生）：12月

モトA

・モトD全般等

１４日

（水）

オギ除

去・土壌

撹乱

１０日

（水）

ハリエン

ジュ

１２日

（日）

オギ除去

協議会実施

中池

河畔林
⑥保全エリア・通

路

植生管理（オオブタクサ、シンジュ、クワ、

在来つる性植物（カナムグラ・クズ・ツタ類）の伐採）

：4月・5月・6月・9月・10月・11月

１４日

（水）

１９日

（水）

１６日

（水）

１３日

（火）

１８日

（日）

１５日

（水）

４日

（月）

２１日

（木）

１０日

（水）

１１日

（木）

協議会実施
本田航空が適宜実施

サクラソウ群
落再生地

⑨ 再生地

3D

植生管理（移植候補地の外来植物除草・ヨシ・タケの伐採等）

：4月～10月に毎月

冬刈り：11～1月に毎月

１４日

（水）

１９日

（水）

１６日

（水）

１４日

（水）

４日

（水）

１５日

（水）

２１日

（木）

１０日

（水）

１１日

（木）

１２日

（日）

１２日

（水）

４日

（金）
協議会実施

下池

ハンノキ
移植地

⑦実施計画

範囲

移植したハンノキ周辺のつる性草本、アレチウリ・クズの除去：6月2

回（イベントと会場準備）・9月

１６日

（水）

１５日

（水）

１２日

（日）

１２日

（水）

協議会実施
6月19日はミドリシジ

ミ観察イベント

サクラソウ群
落再生
候補地

⑩-1再生候補地

7A･7B

植生管理（移植候補地の外来植物、つる性草本等の除草）：－
植生管理（移植候補地の冬刈り）：－

当面保留

⑩-2再生候補地

5A･5B
植生管理（移植候補地の冬刈り）：－ 当面保留

全体

⑧看板 看板周辺の除草：イベント前に適宜対象箇所を実施 協議会実施

維持管理検討のための
巡視

巡視ルートを巡視し、維持管理活動の内容を検討する
１９日

（水）
協議会実施

緑文字はサクラソウ群落再生候補地番号
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：実施済み

本田航空実施

現地の気候・

気温の状況か

ら不要と判断

されたため

中止

本

田

航

空

実

施

本田航空実施

本田航空実施

大和ハウス工業実施

大

和

ハ

ウ

ス

工

業

実

施



※①～⑩：前頁の表と対応

⑥中池保全エリアの植生管理

：協議会委員、本田航空（予定）
が実施⇒7月・10月に実施済み

⑦移植したハンノキ・整備地周辺のつる性草本
・シンジュ

：協議会委員、ミドリシジミ観察会参加者が実施⇒新型
コロナウイルス感染拡大防止の観点から、観察会中止
の為、未実施

③上池旧流路整備地の
オオカワヂシャ
：協議会委員が実施

④上池モトクロス場跡地Ａ整備地
周辺の管理用通路の除草
：本田航空が実施⇒6月・9月に実
施済み

⑧看板（●）
：協議会委員が実施

● ：看板
：掘削地

空中写真は荒川上流河川事務所撮影
（２０１８年１２月２７日撮影）

⑤-1上池モトクロス場跡地整備地の
オオカワヂシャの除去等

⑤-2上池モトクロス場跡地整備地のアレ
チウリ・セイタカアワダチソウ
・ハリエンジュ・シンジュ等
オギの除去・土壌撹乱（目標種再生）
：協議会委員が実施

①上池旧流路呑口のゴミ除去・除草
：協議会委員が実施

②上池旧流路導水路付近の除草
：必要に応じて協議会委員が実施

⑩-1 下池・サクラソウ群落再生候補地
（７A・７B）の植生管理
⑩-2 下池・サクラソウ群落再生候補地
（５A・５B）の植生管理

⑨ 中池・サクラソウ群落再生地（３D）
の植生管理
：協議会委員が実施

6

１．２０２１年度の維持管理活動計画



２．２０２１年度の維持管理活動報告
●対象：上池吞口、旧流路整備地、モトクロス場跡地整備地A・D

１）上池吞口

堆積土砂の除去、アレチウリ除草を実施しました。

（2021年5月19日、9月15日実施）

上池吞口の作業前 上池吞口の作業後

上池吞口の作業状況

作業状況

作業前後

作業前後

３）モトクロス場跡地整備地A・D

オギ、アレチウリ、オオブタクサ、ハリエンジュ、オオカワヂシャの除草・伐
採を実施しました。

（2021年4月14日、5月19日、6月16日、11月10日、12月12日実施）
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上池モトクロス場跡地整備地Aの作業前

ハリエンジュ

上池モトクロス場跡地整備地Aの作業後

除去

モトクロス場跡地Aの作業後
モトクロス場跡地Aの作業前

オオカワヂシャの除去成果

作業状況

２）旧流路整備地

オオカワヂシャの除去を実施しました。

（2021年5月19日、 6月16日実施）



２．２０２１年度の維持管理活動報告
●対象：中池河畔林保全エリア・通路およびサクラソウ群落再生候補地

１）中池河畔林保全エリア・通路

オオブタクサ、アレチウリ、セイタカアワダチソウ、タケ類の除草・伐採を実施しました。

（2021年4月14日、5月19日、6月16日、9月15日、10月21日、11月10日実施）

中池広場の作業前 中池広場の作業後

作業状況

作業前後 作業前後
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中池通路の作業前

中池通路（下流側）の作業前 中池通路（下流側）の作業後

中池広場の作業前 中池広場の作業後

管理用通路周辺の作業前 管理用通路周辺の作業後

R1シンジュ伐採地の作業前 R1シンジュ伐採地の作業後

中池通路の作業状況中池広場の作業状況



２．２０２１年度の維持管理活動報告

中池広場の作業後

作業前後 作業状況

●対象：中池河畔林保全エリア・通路およびサクラソウ群落再生候補地

２）サクラソウ群落再生候補地

ヨシを対象に除草を実施しました。

（2021年4月14日、5月19日、6月16日、8月4日、9月15日、10月21日、11月10日、12月12日、2022年1月8日実施）
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中池サクラソウ群落再生地の作業前 中池サクラソウ群落再生地の作業後

サクラソウ群落再生地の作業前
サクラソウ群落再生地の作業後

サクラソウ群落再生地

斜面の作業前

サクラソウ群落再生地

斜面の作業後

サクラソウ群落再生地

（移植植物周辺)の作業状況

サクラソウ群落再生地の作業状況 サクラソウ群落再生地の作業状況

中池サクラソウ群落再生地
ヨシ刈りの作業状況



２．２０２１年度の維持管理活動報告

●対象： 下池整備地

・ハンノキ幼木周辺の除草と移植したハンノキに覆い被さっているアレチウリやクズ、およびセイタカアワダチソウとシンジュの除草を実施しました。
（2021年6月16日、9月15日、12月12日、2022年1月12日実施）

・2022年1月12日にハンノキ幼木の移植を行いました。

作業前後 作業状況
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下池整備地の作業後下池整備地の作業前

除去

ハンノキ周辺の作業前

ハンノキ周辺の作業前 ハンノキ周辺の作業後

ハンノキ周辺の作業後

シンジュ

オオブタクサ

ハンノキ幼木移植の様子 ハンノキ幼木移植場所の状況



①

重点管理区域 ：枠囲み範囲
（吞み口・通路・看板を含む）
粗放的管理区域：それ以外の範囲

３．巡視結果 １）上池

・巡視では、作成した２０２２年度の維持管理活動計画（案）の妥当性確認も目的としています。今回の巡視の結果、第４５回維持管理・
環境管理専門委員会で議論した２０２２年度の維持管理活動計画（案）は妥当と考えられましたので、これを協議会に提案します。

・上池のモトクロス場跡整備地Aにおいて、湿性の重要種を再発生させるための、維持管理作業を検討することが必要と考えれました。
・中池では、つばさ北小学校や大和ハウス工業（株）等との取り組みを発展、継続させるためのビジョンの検討が必要と考えられました。
・サクラソウ群落再生地では、竹林の管理や伐採した竹林の処分について、今後検討が必要と考えられました。
・下池では、ハンノキの保全・再生のために、これまで得られている知見を活かしつつ、今後の目標を定めたうえで、作業内容の整理、作

業体制の確保に向けた検討が必要と考えられました。

重点管理区域の位置図

上池モトクロス場跡地整備地Aにおいて、目標種の再
発生に向けた試験として、昨年の4月にオギが優占す
る群落において、除草・耕耘試験を実施し、12月によ
り広範囲にオギの除去作業を実施しました。
巡視の結果、地表へ日光を行き届かせるためには、刈
り取ったオギの運び出しも必要であると考えられまし
た。また目標種の再発生に向け、当該箇所の改善のた
め作業スケジュールを明確にする必要があります。
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モトクロス場跡地整備地Aの状況

モトクロス場跡地整備地Dの状況

モトクロス場跡地整備地Dの状況
旧流路保全地区の状況

●令和4年1月19日（水）に自然再生地の巡視を行いました。上池・中池・下池ごとに巡視結果の概要を整理しました。

上池モトクロス場跡地整
備地Dのシンジュ伐採跡地
において、シンジュの再
発生が確認されました。
今後の対処に注意が必要
です。



① ②

中池（荒川旧流路）→

中池
（入口）

３．巡視結果 ２）中池

重点管理区域の位置図
重点管理区域 ：枠囲み範囲
（通路・看板を含む）
粗放的管理区域：それ以外の範囲 12

外部の協力者（企業等）が関わってくださっ
た場所については、その成果をアピールでき
るようにする案が考えられました。

通路沿いの竹林の扱いについては、通行の妨
げにならないように、通路に沿って必要な分
の伐採作業を行う案が考えられました。 水辺にアプローチできそうな場所は手を加

えて、水辺に近づけるような場にする案が
考えられました。

釣台が去年よりさらに上
流に広がっていることを
確認しました。水鳥への
影響が懸念されます。

つばさ北小学校やその他連携先、個人などに育
苗してもらった荒川の草花を移植して見せるエ
リアにする案が考えられました。

道沿いの竹林は比高が低くなっている
辺り（通路）にかからない程度まで伐
採する案が考えられました。

竹林の侵入が確認されているので適宜
伐採する方針が考えられました。

サクラソウ群落再生地にかからない程
度まで伐採する案が考えられました。
伐採の際は、モズの繁殖に注意が必要
です。

竹林の処理物を使って、何か
に有効活用できるようにする
案が考えられました。

このエリアでは過去にサバイ
バルゲームを楽しんでいる人
がいたという報告があります。
樹木の伐採跡などがあったた
め、誰かが管理している可能
性が考えられました。逆に手
入れをすることで人が入りに
くくなる可能性が考えられま
した。



３．巡視結果 ３）下池

重点管理区域の位置図

重点管理区域 ：枠囲み範囲
（通路・看板を含む）
粗放的管理区域：それ以外の範囲
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協議会の維持管理作業では、ハンノキ移植木
周辺の除草が中心であり、移植木前のエリア
は作業をあまり実施できていないため、
外部の協力者（企業等）に引き続き連携・協
働いただける場合、当該箇所を除草作業の場
として活用いただく案が考えられました。

ハンノキ林の育成については、これまでに得
られた経過・知見を今後に活用できるように
整理する必要があることが考えられました。

ハンノキ幼木の移植場所を確認しま
した。

下池整備地について、これまでのハンノキ育成
試験地等で得られた知見を活かし、ハンノキの
生育に適した環境づくりのため、整備地内に中
島を造成する案が考えられました。

ハンノキ移植地前の状況

ハンノキ移植地の状況

ハンノキ幼木移植場所の状況



４．２０２２年度の維持管理活動計画（案）

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 備考

上池

旧流路

整備地

①呑み口 ゴミ除去・周辺の除草：5月、9月の2回（出水期前と台風シーズン前）
７日

（水）
協議会実施

②導水路 通路付近の除草：適宜
必要に応じて
協議会実施

③整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：5・6月の開花時期に1回
１８日

（水）

１５日

（水）
協議会実施

モトクロス

場跡地

整備地

④通路 管理用通路の除草：適宜 本田航空が適宜実施

⑤-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：5・6月の開花時期に1回
１８日

（水）

１５日

（水）
協議会実施

⑤-2 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウリ、

セイタカアワダチソウ、シンジュ、ハリエンジュ、クワ、

在来つる性植物（カナムグラ・クズ）の除去等）

：9月・11月

オギの除去・土壌撹乱（目標種再生）：必要に応じて12

月に実施

モトA

・モトD全般等

（７日

（水）

アレチウ

リ）

９日

（水）

ハリエン

ジュ

（７日

（水）

オギ除

去）

協議会実施

中池

保全エリア
⑥保全エリア・通

路

植生管理（オオブタクサ、シンジュ、クワ、

在来つる性植物（カナムグラ・クズ・ツタ類）の伐採）

：4月・5月・6月・9月・10月・11月

１３日

（水）

１８日

（水）

１５日

（水）

７日

（水）

２０日

（木）

９日

（水）

協議会実施
+一般参加者

保全エリアの除草：適宜 本田航空が適宜実施

サクラソウ群
落再生地

⑨ 再生地

3D

植生管理（移植候補地の外来植物除草・ヨシ・タケの伐採等）

：4月～10月に毎月

冬刈り：11～1月に毎月

１３日

（水）

１８日

（水）

１５日

（水）

７日

（水）

２０日

（木）

９日

（水）

７日

（水）

１１日

（水）
協議会実施

下池

ハンノキ
移植地

⑦実施計画

範囲

移植したハンノキ周辺のつる性草本、アレチウリ・クズの除去、下池

幼木箇所の除草：6月、9月

１５日

（水）

７日

（水）
協議会実施

サクラソウ群
落再生
候補地

⑩-1再生候補地

7A･7B

植生管理（移植候補地の外来植物、つる性草本等の除草）：－
植生管理（移植候補地の冬刈り）：－

当面保留

⑩-2再生候補地

5A･5B
植生管理（移植候補地の冬刈り）：－ 当面保留

全体

⑧看板 看板周辺の除草：イベント前に適宜対象箇所を実施 協議会実施

維持管理検討のための
巡視

巡視ルートを巡視し、維持管理活動の内容を検討する
１８日

（水）
協議会実施

●２０２２年度は以下の維持管理活動を実施する予定です。

 上池

・上池旧流路整備地およびモトクロス場跡地整備地Aのオオカワヂシャは5月作業時に繁茂が拡大していることが確認された場合、実施します。

・上池モトクロス場跡地Aの法面において、今年度の12月オギ除去・土壌攪乱作業については、目標種の再発生効果を検証し必要に応じて実施します。

 中池

・中池広場においては、本田航空の協力をいただき外来植物の抑制を行います。

・サクラソウ群落再生地を中心に、一般参加者と外来植物の除草とタケの管理を実施します。

 下池

・移植したハンノキの育成状況を踏まえて、適宜実施します。

・2019年度整備地に発生したハンノキ幼木について、順調な生育を促すため、幼木周辺の除草を実施します。
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目標種の再発生効果

を検証し必要に応じて

実施します。

2021年度の12月にオギ除

去作業を実施したため、

2022年度の4月は実施し

ないこととします。

青字：2021年度との変更箇所＜2022年度の維持管理計画と対象箇所＞

1月巡視時に現地の

状況を確認した結果、

土砂の堆積等は見ら

れなかったため、実施

しないこととします。

2022年度も一般参加者との維持管理作業を検討しているため、作業日が
変更となる場合があります。

必要に応じて実施します。

現地状況に応じて実施す

る可能性があります。



２．２０２１年度の保全管理活動の概要と２０２２年度の活動計画（案）
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１．２０２１年度のスケジュール

16

月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

マーケット
リサーチ

22日(木)：A高
校

21日(金)：川島町
26日(水)：O市理
科・環境教育研究部
会

15(木)：S財団 9日(木)
：エコプロ2021
17日(金)21 日
(火)：S財団

12日(水)：S大学
25日(火)：S財団

1日(火)：Aグ
ループ（延期）

協
働

・

連
携

学
校
関
係

つ
ば
さ
北

小
学
校

10日(月)： 環境学習
①

12日(水) ：環境学習
②

22日(火)：環境学習
③

13日（月）：
環境学習④

●：環境学習④⇒
⑤

（サクラソウ移植
等）

4日（金）環境学
習⑤（サクラソ
ウ移植等

桶
川
西
高
校

29日（祝・木）
かわじまはるか
ぜウォーク
（中止）

23日（土）
秋イベント：科学部･
放送部協力依頼

23日（祝・火）
：川島町農業商工

祭（中止）

東
京

デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校

26日(水)：事前打合
せ

15日(火)：オリエン
テーション

6日(火)：成果
発表

23日（土）
秋イベント：成果反映

13日（月）
：表彰式

NPO・
民間企業
等

20日(火)：アリ
オ上尾

６日(日)：本田航空
（除草）

13(火)・18日
(日)：本田航空
（除草）

16日
：(公財)サイ
サン
環境保全基金
助成申請

24日(金)
：アリオ上尾
25日(土)
：本田航空（除
草）

4日(月)：本田航空
（除草）
8日(金)：アリオ上尾
（チラシ設置）
20日(水)
：埼玉県高校生物研究
会

11日(木)：
大和ハウス

適宜実施

●進捗状況について報告します。マーケットリサーチについては、５団体と協議を実施しました。
 つばさ北小学校 ：学校での荒川の草花の育成と現地での環境学習等の支援を年５回実施
 桶川西高等学校 ：１０月２３日（土）に秋イベントで科学部による荒川の魚の生体展示、放送部による司会を実施
 東京デザイン専門学校 ：学校でオリエンテーション・成果発表会・表彰式を実施、１０月２３日（土）秋イベントにて成果反映
 埼玉県高校生物研究会 ：１０月２０日（水）に中池での調査研究活動を行う前に協議会の取組説明を実施
 大和ハウス工業株式会社：１１月１１日（木）に中池での維持管理活動を実施
 本田航空株式会社 : 上池の通路沿いの一部と中池②チガヤ群落を各年2回除草を実施
 アリオ上尾 : イベントチラシの設置及び普及啓発活動の実施



２．つばさ北小学校（１）

 昨年度に引き続き、川島町立つばさ北小学校４年生が総合学習の時間を活用して、荒川の草花を育てようプロジェクトに関わっていただき
ました。今年度は、現地での活動を含め年5回実施しました。

●５月１０日（月）１４：０５～１４：５０

荒川の草花のたねの授与と植物の見学

：荒川太郎右衛門地区自然再生地の取組み及び荒
川の草花を育てようプロジェクトの概要説明、
荒川の草花のたねの授与、過年度に学校の
花壇に移植した植物の観察を行いました。

荒川の草花のたねの授与 過年度に移植した植物の観察

●５月１２日（水）9：45～1２：1０

体験活動と荒川の草花のたね蒔き

：自然再生地で体験活動を行ったのち、学校に移
動して荒川の草花のたね蒔きをしました。体験
活動として、昆虫の観察と自然を守る活動（外
来植物の除去）を行いました。

昆虫の観察 荒川の草花のたね蒔き作業
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２．つばさ北小学校（2）

水生生物観察 外来種の引き抜き作業

●６月２２日（火）9：45～1２：1０

水生生物観察と自然を守る体験

：自然再生地で水生生物観察と自然を守る体験
（外来植物除去）の体験活動を行いました。

●９月１３日（月）13：05～13：50

荒川の草花の株分け・移植

：太郎右衛門自然再生に必要な荒川の草花のたね
の確保に向けて、つばさ北小学校で荒川の草花
の株分け・移植の体験活動を行いました。

●２月４日（金）1１：００～1１：４０

サクラソウの移植活動と荒川の草花のお返し式

：地元のつばさ北小学校、サクラソウトラスト地
との連携協働による荒川流域のエコロジカル・
ネットワークの核となる太郎右衛門自然再生地
の湿地環境を保全・再生することを目的とした
サクラソウの移植活動や、つばさ北小学校の児
童による活動発表、たねのお返し式を行いまし
た。

18

掘り取り 移植活動

たねのお返し式 サクラソウの移植活動



３．桶川西高等学校

●10月２３日（土）秋イベント当日に、桶川西高の放送部による司会進行と、科学部による出前水族館の展示・解説がありました。

●年間スケジュールが確定する４月の段階で日程を確保していたため、他の予定と重なることなく参加いただくことができました。

●桶川西高の放送部・科学部顧問の先生からは、「引き続き活動に協力できればと思うのでお声がけください。また、コロナ禍で外部での活
動ができていなかった中、お声がけいただき大変ありがたかった」と連絡を受けています。

放送部による司会

科学部による荒川に生息する
外来生物・在来生物等の

水槽展示・解説

科学部によるナマズの展示

19

開会式

桶川西高等学校ホームページ



４．東京デザイン専門学校

20

●テーマ ：デザインによる問題解決 ～デザインの力で「荒川太郎右衛門自然再生地」の価値を高める～

●課 題 ：「2021年秋イベントの企画デザイン」

●受講者 ：東京デザイン専門学校ビジュアルデザイン科３年生 Aクラス１８名、Bクラス１７名 計３５名

●当該講義 ：70分授業×2コマ×全11回 計1,540分 ※感染症対策のため現地視察は未実施

●授業期間 ：６月１５日（オリエンテーション）～７月６日（成果発表） 表彰式：１２月１３日

●評価方法 ：①アイディア、②デザイン、③企画、④実現性の４項目による５段階、２０点満点評価としました。

●評価結果 ：１０作品の中から、計６作品を表彰対象（最優秀賞１作品［採用提案］、優秀賞４作品、特別賞１作品）としました。

2021年6⽉15⽇ オリエンテーション 2021年7⽉6⽇ 成果発表 2021年12⽉13⽇ 表彰式



４．東京デザイン専門学校

21

いきものカードあわせ 荒川探検隊 まぼろしのいきものをさがせ

優秀賞



４．東京デザイン専門学校

22

秋のたろうえもん祭り 荒川自然大発見レース 荒川クリーン大作戦

優秀賞 特別賞 最優秀賞



4．東京デザイン専門学校

キーホルダー（表面6種類+裏面共通1種類） 紙帽子

裏面

イベント企画説明に使用したパネル イベント参加者に配布した小冊子

■採用イベントの東京デザイン専門学校学生制作物
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●東京デザイン専門学校との連携協働によるイベント「荒川クリーン大作戦」を10月23日（土）に実施しました。
このイベントでは、外来植物の駆除と駆除した植物を活用した草木染めの体験を行いました。参加者は11名でした。

●桶川西高校科学部放送部による司会進行、同高校科学部による移動水族館の展示、TVチャンピオン昆虫王・長畑委員による昆虫観察や、
本田航空株式会社には、駐車スペースのご提供をいただきました。

外来植物の除去の様子

昆虫観察の様子

除去した外来植物を活用した草木染め作業の様子

水槽展示の様子

24

除去した外来植物と
外来種キーホルダーの交換

完成品

草花観察の様子

お面をかぶった学生

TVチャンピオン
昆虫王長畑委員

4．東京デザイン専門学校

桶川西高校放送部のご協力 桶川西高校科学部のご協力 東京デザイン専門学校のご協力



５．埼玉県高等学校生物研究会
●昨年度のマーケットリサーチで埼玉県高校生物研究会へ太郎右衛門自然再生地の活用等について連携協働を打診していました。その後、年

２回ある調査会の場所として太郎右衛門自然再生地が選ばれ、中池エリアで調査会を開催することが決定しました。

●将来的に太郎右衛門自然再生地の調査・研究を担える人材の確保を目的として、太郎右衛門自然再生地での調査会の受け入れと意向調査を
伴うアンケートを下記の日程で実施しました。当日は、堂本委員長が開会に立会い、自然再生事業の取組について説明を行いました。

日 時：1０月２０日（水）９：30～1２：３０
場 所：荒川太郎右衛門自然再生地（中池エリア）
参加者：約30名（埼玉県立高校の生物教員）
対応者：堂本委員長
対応内容：太郎右衛門自然再生地の活動紹介、協議会から提供できる物（調査データ等）の説明

●当日は、開会時に協議会において太郎右衛門自然再生事業の説明を行いました。調査自体は、研究会で運営されたため、対応は行っていま

せん。

●アンケート調査を実施しましたが、開会時のみの対応であったため、後日FAXで回答いただくことにしました。その結果、3名のみの回答

に留まったことを受け、以下の改善策が考えられます。

アンケート調査は、現場での記入をお願いする

幅広い意見を収集するため、活動に同行して現場の感想を伺う。

●今後は、担い手の確保の一環として、生物部や科学部の活動フィールドとして活用されるよう、興味を持ってもらえるよう提供可能な素材

を提示しながらアプローチする必要があります。
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開会の様子 調査会の様子

【 実 施 状 況】
参加者の意見 対応方針

植物調査の方法について知りた
い

• 動植物の知識の機会となることを前面
にだして維持管理等のお誘いを行う

• 過去の調査データなどを教材として提
供できることの発信を行う

• 生物部や科学部などの活動フィールド
となるよう、教員のニーズをヒアリングし
題材を提案する

授業などで使えるネタ探している

動植物は専門でないため、現地
調査を通じて学びを得たい

※事務局と一部教員の数名程度が専門を持って野外調査をできる人材であっ
たが、大多数は自己啓発を含めての参加であった。



６．大和ハウス工業株式会社 埼玉支社
●協議会による月1回の維持管理作業だけでは人手が不足しており、在来植物の発芽・生育に必要な日照条件の確保にむけたヨシや外来植

物、ツル性植物の除去を実施できていない場所がありました。特に、中池の入口付近は、繁茂が著しく景観的にも圧迫感がありました。
●今回、大和ハウス工業株式会社埼玉支社から、地域共生活動として維持管理への参加について打診があり、社員約150名を受入れました。
日時：11月11日（木）14：30～16：00
場所：荒川太郎右衛門自然再生地（入口付近及びサクラソウ群落予定地）
内容：早春に日照条件が確保されることで芽が出る荒川の野草の生育を促すことを目的に、

刈り取ったヨシの運び出し、ならびに、上部を覆った外来植物等の抜き取り・運び出し
●参加者からは、「作業を進めることで薄暗かった場所が明るくなっていく様子にやりがいを得られた」、「地域での困り事の役に立てて

よかった」といった、達成感や地域貢献ができたことへの喜びなどのコメントをいただきました。
●以下、今回の取組みの検証は以下の通りです。

・短時間であっても多人数が関わることで、維持管理は大きく進むことが改めて確認できました。
・大和ハウス埼玉支社には継続の打診をしていくとともに、今回の取組みを大規模受入れのモデルとしてSNS等で情報発信を行い、新規

獲得を目指します。あわせて、維持管理の課題を踏まえて、100名以上の関わりの申出があった際の維持管理の内容を用意しておくこ
とが求められます。

時 間 内容

14：30

■オリエンテーション
・開会挨拶
・自然再生事業の説明
・サクラソウ群落の取組説明

14：50

■環境保全活動
・A班（サクラソウ群落予定地）

事前に刈ったヨシの運び出し
・B班（中池入口付近の草地）

外来植物等の除去と運び出し

15：40 ■記念撮影

15：50 ■旧流路の見学

16：00

■閉会
・閉会挨拶
・事務連絡

【 対 応 者 】堂本委員長・小川委員、事務局（4名）
【スケジュール】

【 実 施 状 況】
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（中池入口付近の草地）作業後

開会

旧流路の見学

（A班）ヨシの運び出し

（B班）外来植物の除草

（中池入口付近の草地）作業前



●６月６日（日）に上池モトクロス場跡地Aにて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

７．本田航空（株）の維持管理作業（１）

27

上流側入り口付近

作業前 作業後

通路内の様子① 通路内の様子②

下流側入り口付近

作業前 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

上池
作業範囲



●7月13日（火）と7月18日（日）に中池広場にて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

７．本田航空（株）の維持管理作業（２）

28

中池広場の作業前（7月13日(火)） 中池広場の作業後（7月１８日(日)）

中池 作業範囲
荒川の草花の植栽箇所
※植栽箇所がわかるよう、

事前に協議会にて
マーキングを実施しました。



● 9月25日（土）に上池モトクロス場跡地Aにて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

７．本田航空（株）の維持管理作業（３）

29

上流側入り口付近

通路内の様子① 通路内の様子②

下流側入り口付近

作業前 作業後 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

上池
作業範囲



● １０月４日（月）に中池広場にて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

７．本田航空（株）の維持管理作業（４）

30

中池広場① 中池広場②

中池広場③ 中池通路

作業前 作業後 作業前 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

中池

作業範囲
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８．アリオ上尾での普及啓発活動（１）
【経緯】
 2021年4月：前年度のマーケットリサーチでやりとりをしたタリーズコーヒーアリオ上尾店より、施設側のアリオ上尾が協議会の取組に関心がある

と情報提供をいただき、ヒアリングを実施。SDGsに関する取組や、広域連携の観点から連携協働に関する打診を受けました。
 2021年9月：過年度までに東京デザイン専門学校との連携協働により企画した広報物等をもって、アリオ上尾との連携可能性について打診、ヒアリ

ングを実施しました。
 2022年1月：東京デザイン専門学校との連携協働による企画のうち、「たえもんの冒険（迷路）」と「広報用動画」をアリオ上尾のフードコート内

にて実施することで了承を得ました。

【実施方針】
 目的
・持続的な維持管理活動を行うための担い手の確保に向けて、荒川太郎右衛門自然再生事業の認知度拡大を行います。
 現状と課題
・これまでに自然再生地での普及啓発活動を中心的に展開してきましたが、アンケート調査等の結果から荒川太郎右衛門自然再生事業の認知度が未だ低

い現状にあります。
 対応策（方策案）：
・荒川太郎右衛門地区自然再生事業の認知度を高めるために、ファミリー層が多く集まるアリオ上尾で東京デザイン専門学校（TDA ）との連携により制

作した企画をもとに普及啓発活動を実施します。あわせて協議会の活動やTDAとの連携協働の実施状況がわかる広報物を設置します。

プログラム名 ねらい・概要 設置場所

①フードコートにおける
広報物「たろえもんの冒
険(迷路)」の設置

フードコートを利用する主に
親子を対象に、協議会の取組
への関心を高めることをねら
い、TDA制作の迷路（A4
版）と活動紹介を組合わせた
パネルを設置する。

・迷路は、フードコート内の親子でくつろぐことが可能な小上がりスペースや、ベビー
カーおきば周辺のテーブルの上など計20か所程度。パネルはその入り口付近に敷設。

②プロモーション動画の
放映

フードコートを利用する幅広
い年齢層を対象に、協議会の
取組への興味関心を高めるた
め、TDA制作のデジタルサイ
ネージを活用した動画を放映
する。
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８．アリオ上尾での普及啓発活動（２）

プロモーション動画

広報パウチ（A4版両面） 協議会の取組紹介
（A1）

TDAとの連携取組紹介
（A1）

【掲示物】



９．エコプロ２０２１訪問について

33

●エコプロ２０２１に12月9日（木）に堂本委員長と事務局4名で訪問しました。

●１つの企業と３つの学校関係（大学）の方とパンフレットおよび協議会のチラシを配付して、協議会の活動や課題、相手方の活動内容な
どについて意見交換を行いました。

●意見交換をした企業および学校関係の方に連絡し、協議会の活動に対する協力体制などについて、再度打合せの場を設けるべく、相手方
と調整を図っているところです。

【開催日】 ２０２１年１２月８日（水）～１０日（金）

※オンライン展示会は２０２１年11月25日（木）～12月１７日（金）

【主催】 （一社）サステナブル経営推進機構、日本経済新聞社

【時間】 １０:００～１７:００

【会場】 東京ビックサイト 東２～３ホール

※入場料：無料（登録制）

出典：https://eco-pro.com/2021/

＜エコプロ2021の開催概要＞

＜訪問時の様子＞



１０．マーケットリサーチの協議状況（１）

日時 団体名 対応者 協議結果

4月22日(木) A高校 事務局
・兼部している生徒もいて、土日は部活の予定等が被ってしまうと参加できなくなるため、同好会と

してイベントに協力することは現実的に難しい。
・現状としては、上尾ロータリークラブから依頼される募金活動や国際交流などを主に行っている。

5月21日(金)
川島町
生涯学習
課

事務局
・9月頃の週末に町民（主に親子）を対象に、町主催で自然体験的な講座を実施したい。
・実施にあたり協議会に協力をお願いしたく、講師謝金として5,000円をお渡しすることができる。

事務局

・広報かわじまにイベント
情報（右）が掲載される。
※後日、新型コロナウイルス

感染防止のため中止。
８月１日(日)

5月26日(水)
O市理科・
環境教育
研究部会

事務局

（O市教育委員会の紹介によりヒアリングを実施）
・今年度は、コロナ禍の中で、市内の学校が校外学習として現地を訪れるのは難しい。
・研究部会では、年１回視察を実施している。協議会が希望するのであれば、視察先として自然再生

地を候補として挙げることは可能であるが、コロナ禍で現地視察が実施できていないため状況が落
ち着いたらあらためて相談させてほしい。

12月9日(木)
エコプロ
2021

委員長、
事務局

・１つの企業と３つの学校関係（大学）の方とパンフレットおよび協議会のチラシを配付して、協議
会の活動や課題、相手方の活動内容などについて意見交換を実施。

・意見交換をした企業および学校関係の方に連絡し、協議会の活動に対する協力体制などについて、
再度打合せの場を設けるべく、相手方と調整中。

1月12日(水) S大学
委員長、
事務局

（エコプロ2021で意見交換を実施した大学にヒアリングを実施）
・現地へのアクセスが悪いことがネックとなっており、通うことは難しいという印象である。イベン

ト的にピンポイントにかかわることであれば可能かもしれない。
・学内でできること（例：荒川の野草を育てる等）を中心に考えていければと思う。
・まもなく春休みに入ってしまうので、年度明けにあらためて相談させてほしい。

●マーケットリサーチの協議状況について報告します。
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１０．マーケットリサーチの協議状況（２）

日時 団体名 対応者 協議結果

7月15日
(木)

S財団
（別紙1）

委員長、
事務局

・協定締結後の河川環境の保全・再生活動について1回目は200名ほどの参加者が訪れることもある
が、2回目は数名であったこともあり差がある。目的は、あくまで自然の管理への参加だが、加盟
店の方々に継続的に参加してもらうための工夫が必要である。

・常設されたトイレを望まれる方も一部いるので調整している。

10月20日
（水）

事務局
(電話)

・９月の理事会で、7月に提示された計画については了承された。
・最終判断は、年度内（２月末まで）に事務局長が判断する。インフラなどが判断材料になると思わ

れる。協定締結後は、11月、２月の年２回に現地活動をするイメージでいる。
・11月末までに、現時点の10年間の河川環境の保全・再生活動計画書を提示してもらいたい。

→後日提出した資料について了承が得られた（別紙２）
・12月上旬以降に、具体の協議ができればと思う。

12月17日
（金）

委員長、
事務局

・S財団事務局との現地視察及び意見交換の実施。
・協定を締結する場合には、活動場所の自治体にも加わってもらいたい。

12月21日
（火）

委員長、
事務局

・S財団事務局長との現地視察及び意見交換の実施。
・S財団側では、協議会との連携にむけた条件は整っていることを確認。協定期間は3年として、2

年目に検証を行い継続審議する形にして、最長10年を考えている。
・ここでの自然再生の背景や経緯が興味深い。連携協働する活動の中で、自然再生についての勉強会

など参加者がこれらを理解する機会を設けてもらいたい。
・保全管理の活動について、1回目は150名ほどの参加者が訪れることもあるが、2回目以降は40

～50名程度と考えていてほしい。
・年2回の保全活動は、春（3月下旬～4月中旬）と秋（11月～12月上旬）を想定している。
・太郎右衛門を象徴する樹種をシンボルツリーとして植樹したい。また、シンボルとなるサクラソウ

を数株でも良いので植えることができればと思う。
・協定が結ばれた際には、S財団の名称等を記載した看板を設置したい。

1月25日
（火）

委員長、
事務局

・S財団と活動場所の自治体が協定書（案）について協議。
・活動場所の自治体には、特に広報面での協力をお願いするとともに、協定内容に同意のうえ参画し

ていただきたい旨を説明。
・６月頃に協定を締結予定。
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１０．マーケットリサーチの協議状況（３）

■S財団との連携による10年間の河川環境の保全・再生活動計画書（案）

別紙１
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現在協議中のため非表示



１０．マーケットリサーチの協議状況（３）

37



１０．マーケットリサーチの協議状況（３）
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１０．マーケットリサーチの協議状況（３）
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１０．マーケットリサーチの協議状況（４）

【S財団とは】

【助成対象地とは】

●S財団との連携・協働により、継続的かつ長期的な保全管理活動への人材及び資金的な支援を受けられることが期待されます。
また、活動事例より、多様な主体や世代の参加が見られることから、新たな人材確保や利活用の場の提供につながる可能性が高いです。

●埼玉県で初の試みとなる助成対象地であり、全国の自然再生協議会でも例がないことから注目度も高いです。

【活動事例】

S財団関係者や地域住民、ＮＰＯ、行政が連携し、毎回100名以上が参加・協力

河岸の外来種駆除作業 漂着ゴミの清掃活動

親子参加による苗木の植栽 取組内容を紹介する看板の設置

別紙2

■S財団の助成について 第40回 維持管理・環境管理専門員会 資料6より抜粋

現在協議中のため非表示

現在協議中のため非表示

現在協議中のため非表示

現在協議中のため非表示



１１．202２年度の保全管理活動計画(案)

月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

マーケット
リサーチ

7～9日
：エコプロ

2022

協
働

・

連
携

学
校
関
係

つ
ば
さ
北

小
学
校

上旬：環境学習①
：環境学習②

中旬：環境学習③ 中旬
：環境学習④

上旬
：環境学習
⑤

桶
川
西
高

校

29日（祝・金）
かわじまはるかぜ
ウォーク

8日（日）おけがわ春
のふれあいフェスタ

1日（土）
（予備日2日（日）
秋イベント：科学部･放
送部協力依頼

上旬
：上尾市パネル展
23日（祝・水）
：川島町農業商工祭

東
京

デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校

NPO・
民間企業
等

中旬：(公財)サイサン
環境保全基金助成申請
〆切

適宜実施

適宜実施
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●２０２２年度の保全管理活動計画について提案します。

２０２１年度に引き続き、これまで協働・連携実績のある対象者については継続・発展を、検討中の対象者については協働・連携の具体化
を、そして新たな対象者の検討を実施します。

ビジュアルデザイン科３年生の第二期（9月～11月）

の期間中に、連携講義としてパンフレット制作を行う
予定。講義スケジュール・内容は今後学校と調整。


